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12月号の主な掲載記事

☑涌谷町財政非常事態宣言の解除について � 　P. 2

☑第39回秋の山唄全国大会 � 　P. 4

☑箟岳山からの雲海 � 　P. 6

☑年末年始の業務カレンダー � 　P.13
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財政再建計画の達成状況

令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 合　計

計画値 163,333 241,603 278,354 325,080 1,008,370

最終効果額 191,177 180,032 376,649 332,483 1,080,341

効果額増減 27,844 △ 61,571 98,295 7,403 71,971

達成率 117.0% 74.5% 135.3% 102.3% 107.1%

（単位：千円）
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貯金の状況（財政調整基金単体）�

　町の貯金にあたる財政調整基金残高は、財政非
常事態宣言時の平成 30年度末では 6.4 億円でし
たが、財政再建計画の取り組みによって令和 4年
度末では 14.4 億円となり、8億円増加しました。

貯金の状況（基金全体）�

　財政調整基金や減債基金、その他の基金を含む
基金全体の残高は、財政非常事態宣言時の平成
30 年度末では 10.3 億円でしたが、令和 4年度
末では 28.4 億円となり、18.1 億円増加しました。

将来負担比率（早期健全化 350％）�

　将来負担する借入金の残高などの度合いを判断
する指標で、財政再建計画前の 59.6%から 2.3%�
に大幅に改善しました。

実質公債比率（早期健全化 25％）�

　施設整備などの際の借入金を返済する予算を公
債費といい、この公債費の負担度合いを判断する
指標で、財政再建計画前の 12.1% から 6.6% に
改善しました。
※決算から見た財政の健全度を判断するための指数で、
いずれの比率も早期健全化の値に達した場合「財政健
全化計画」を策定し国県への報告が必要。

【問い合わせ先】
　企画財政課財政班　☎ 43-2112
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涌谷町財政非常事態宣言の解除について

　本町では、財政調整基金を含む基金残高の総額が全国の自治体の中でも低い状況となっ

ておりました。また、数年後には財政調整基金が枯渇し、企業の倒産に当たる財政再生団

体となる最悪の事態が想定されたため、平成31年1月30日に「涌谷町財政非常事態宣言」

を発令いたしました。

　財政非常事態宣言の発令後、令和元年9月に令和元年度から令和5年度までを計画期間と

する「涌谷町財政再建計画」を策定し、事業全般の見直しなど財政の健全化に向けた取組

を徹底してまいりました。

　この結果、財政調整基金の残高が増加し、財政指標が改善したため、本町の財政状況に

ついては、危機的状況から脱することができたものと受けとめ、11月1日をもって宣言を

解除することといたしました。

　財政非常事態宣言の解除につきましては、町民の皆さまの多大なるご理解とご協力のも

とに達成できたものであり、心から感謝を申し上げます。

　しかし、本町では公共施設等の老朽化率が高く、今後の維持、更新に多大な負担が想定

されます。このため、財政非常事態宣言は解除いたしますが、財政再建計画は令和5年度

末まで予定通り継続し、令和6年度以降につきましても、将来の世代に健全な財政を引き

継ぐため、これまでどおり、歳入の増と歳出の見直しを行いながら、歳入に見合った歳出

予算の編成に努め、財政基盤の確立を図ってまいりますので、町民の皆さまには引き続き

ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

涌谷町長　遠藤　釈雄
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第
39
回
秋
の
山
唄
全
国
大
会

が
11
月
12
日（
日
）に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
西
は
愛
媛
県
宇
和

島
市
、
北
は
岩
手
県
盛
岡
市
か
ら

総
勢
１
１
３
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

自
慢
の
歌
声
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
に
は
、
73
人
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
市
川
元も

と

美み

さ
ん（
愛

知
県
名
古
屋
市
）が
、
秋
の
山
唄

全
国
大
会
４
度
目
の
出
場
に
し
て
、

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
準
優
勝

は
昨
年
度
の
少
年
少
女
の
部
優
勝

者
の
佐
藤
美み

玖く

さ
ん（
山
形
県
寒

河
江
市
）が
、
第
３
位
は
常
連
の

櫻
井
由ゆ

香か

さ
ん（
東
松
島
市
）が
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

優
勝
に
あ
た
り
市
川
さ
ん
は
、

「
秋
の
山
唄
は
、
こ
の
歌
が
で
き

あ
が
っ
た
当
時
の
情
景
が
思
い
浮

か
ぶ
よ
う
な
歌
詞
で
大
好
き
な
民

謡
で
、
い
つ
か
は
優
勝
し
た
い
と

①

③

④ ②

全国大会

コロナ禍を経て 4度目の挑戦で全国制覇
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表
彰
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
声
を
堂
々

と
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
38
回
秋
の
山
唄
全
国

大
会
で
優
勝
し
た
渡
辺
千ち

恵え

美み

さ

ん（
角
田
市
）が
ゲ
ス
ト
出
演
し
、

秋
の
山
唄
と
え
ん
こ
ろ
節
を
披
露

し
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

【
民
謡
　
秋
の
山
唄
】

〽
ハ
ァ
　
奥
州
涌
谷
の
箟
岳
さ
ま
は

　
　
　
　
山や

ま

子こ

繁は
ん

昌
じ
ょ
う

の
守
り
神

〽
ハ
ァ
　
山
に
木
の
数
　
野
に
萱か

や

の
数

　
　
　
　
黄
金
田
ん
ぼ
は
　
は
せ
の
数

〽
ハ
ァ
　
気
に
な
る
気
に
な
る

　
　
　
　
お
山
の
狐

き
つ
ね

　
　
　
　
こ
れ
ほ
ど
待
つ
の
に

　
　
　
　
　
　
な
ぜ
こ
ん
と
鳴
く

思
っ
て
い
ま
し
た
。
宮
城
県
出
身

の
母
を
今
回
初
め
て
こ
の
大
会
に

連
れ
て
き
た
の
で
す
が
、
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
、
親
孝
行
が
で
き

ま
し
た
」
と
喜
び
を
か
み
し
め
て

い
ま
し
た
。

寿 

年
の
部
で
は
、
熊
谷
昻こ

う

佑ゆ
う

さ
ん（
仙
台
市
泉
区
）が
優

勝
。
少
年
少
女
の
部
は
、
１
人
の

出
場
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
出

場
し
た
畑は

た

中な
か

み
そ
ら
さ
ん（
塩
釜

市
）は
、
大
勢
の
観
客
に
物
怖
じ

す
る
こ
と
な
く
、
文
部
科
学
大
臣

【写真解説】
①市川元美さんによる箟岳山箟峯寺での奉納②優勝決
定後の市川さんによる秋の山唄の披露③準優勝の佐藤
美玖さん④第 3 位の櫻井由香さん⑤寿年の部優勝の
熊谷昻佑さん⑥少年少女の部優勝の畑中みそらさん⑦
前回優勝渡辺千恵美さんによるえんころ節⑧家族から
の祝福の花束で笑顔がこぼれる市川さん

⑤⑥

⑦

⑧



標高236ｍから望む奇跡の絶景

箟岳山からの黄
お う

金
ご ん

雲
う ん

海
か い

涌
谷
町
の
中
央
に
鎮
座
す
る

箟
岳
山
。
日
本
で
初
め
て

と
な
る
金
を
産
出
し
、
そ
の
山
頂

に
は
、
開
山
１
２
５
０
年
以
上
の

歴
史
を
誇
る
天
台
宗
の
寺
院
・
無

夷
山
箟
峯
寺
が
あ
り
、
古
来
か
ら

殺
生
禁
断
・
女
人
禁
制
の
聖
地
と

さ
れ
、
東
西
に
あ
る
大
門
か
ら
一

歩
踏
み
込
め
ば
、
罪
人
で
あ
ろ
う

と
捕
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

所
で
し
た
。

　

そ
の
箟
岳
山
の
山
頂
付
近
か

ら
春
と
秋
の
時
期
に
、
一
定
の

気
象
条
件
が
そ
ろ
う
こ
と
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
絶
景
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
朝
日
を
浴
び
て
黄こ

金が
ね

色い
ろ

に
輝
き
な
が
ら
大
海
原
を
思
わ
せ

る
う
ね
り
を
見
せ
る
雲
の
海
で
す
。

　

世
界
農
業
遺
産
に
も
認
定
さ

れ
て
い
る
大
崎
耕
土
の
東
端
に

位
置
す
る
涌
谷
町
の
箟
岳
地
区

を
囲
う
よ
う
に
流
れ
る
旧
迫
川

を
は
じ
め
、
迫
川
、
旧
北
上
川
と

い
っ
た
幾
本
も
流
れ
る
河
川
と
広

大
な
田
ん
ぼ
か
ら
昼
夜
の
寒
暖
差

で
発
生
す
る
霧
が
北
上
山
地
に
添

う
よ
う
に
た
ま
り
、
雲
の
海
を
生

じ
さ
せ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
涌
谷
駅

か
ら
車
で
約
15
分
、
わ
ず
か
標
高

２
３
６
ｍ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き

る
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
涌
谷
町

民
で
も
知
る
人
ぞ
知
る
奇
跡
の
絶

景
で
す
。

こ 

の
秋
は
、
記
録
的
な
猛
暑

だ
っ
た
夏
の
影
響
が
秋
ま

で
続
い
た
た
め
か
、
昼
夜
の
寒
暖

差
が
大
き
く
な
る
日
が
多
く
、
近

年
ま
れ
に
見
る
ほ
ど
、
雲
海
が
多

く
発
生
。
涌
谷
町
と
し
て
も
、
よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
奇
跡
の
絶

景
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
情
報
発
信
を

強
化
し
た
と
こ
ろ
、
シ
ー
ズ
ン
の

終
盤
ま
で
に
浸
透
し
、
日
の
出
前

の
早
朝
か
ら
奇
跡
の
絶
景
を
求
め

て
老
若
男
女
が
箟
岳
山
頂
に
訪
れ

て
い
ま
し
た
。
古

い
に
し
えか
ら
続
く
奇
跡

の
絶
景
を
涌
谷
町
の
新
た
な
地
域

資
源
と
し
て
生
か
し
て
ま
い
り
ま

す
。

《
注
意
事
項
》

　

雲
海
の
展
望
は
、
春
と
秋
の
時

期
に
、
涌
谷
町
と
し
て
私
有
地
を

期
間
限
定
で
開
放
し
て
い
た
だ
く

協
力
を
得
て
、
皆
さ
ん
に
絶
景
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
企
画
と
し

て
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

公
開
を
許
可
さ
れ
た
期
間
お
よ

び
時
間
以
外
で
私
有
地
へ
の
立
ち

入
り
は
、
ご
遠
慮
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
箟
岳
山
か
ら
の
雲
海
に

か
か
わ
る
詳
細
情
報
は
、
涌
谷
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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【写真解説】
①日の出とともに朝日を
浴びて黄金色に輝きなが
ら大きくうねり出す雲の
海②その日・その時の気
象条件によって、青系や
オレンジ系とまったく違
う表情を見せる雲海③雲
海ハンター（カメラマン） 
が絶景を求めて日々通い
詰めていました④絶景を
眺めつつ朝日を浴びてデ
トックス⑤家族で身を寄
せ合いながら日の出の時
を待つ姿が多く見られま
した⑥雲海の切れ間から
のぞく低山や川、構造物
がまるで山水画のよう

①③

⑤

④⑥

②
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